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第１６回 鹿児島市コミュニティビジョン推進戦略会議 会議概要

【開催日時】 平成２６年１０月８日（水）午前９時３０分～１１時３０分

【場  所】 鹿児島市役所 東別館９階 特別中会議室

【出 席 者】

○委 員：石田尾委員長、篭原委員、神野委員、北方委員、迫田委員、清水委員、新留委員、

末満委員、永山副委員長、藤井委員、文城委員、松田委員、南委員、山田委員

（欠席：岩橋委員）

○事務局：幾留市民局長、瀬戸口市民文化部長、平田地域振興課長、

益田地域振興課主幹 ほか

【会 次 第】

１．開会

２．報告事項

  (1) 第１５回会議について

３．協議事項

  (1) モデル事業段階Ⅲ「地域コミュニティプランに基づく活動」の検証・評価とりまとめ

の確認について

  (2) モデル事業の検証・評価報告書について

  (3) 今後の推進スケジュールについて

４．その他

【会議の内容】

１．開会

２．報告事項

(1) 第１５回会議について

   ・【資料１】により事務局説明

   ・【質疑なし】

３．協議事項

  (1) モデル事業段階Ⅲ「地域コミュニティプランに基づく活動」の検証・評価とりまとめ

の確認について

   ・【資料２】により事務局説明

   ・【質疑なし】

  (2) モデル事業の検証・評価報告書について

   ①【資料３】により事務局説明
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   ・【質疑なし】

   ◎委員長

   ・分量があるので順次内容を確認していきたい。

   ②「１ コミュニティビジョンモデル事業の概要」「２ 検証・評価作業」の内容確認

○委 員

・些細なことであるが、私の校区において人はいろんな受取り方があって困っている。

例えば２ページの地域コミュニティ協議会のイメージ図について、破線の中に校区公

民館運営審議会がある。協議会に審議会が入っているではないかという受取りをする

人がいる。これは立ち上げの段階のことですよと説明するのだが、｢いや、こう書いて

ある。｣と言われる。それから、｢『みんなの町内会』にも書いてあるじゃないか。｣

と言われる。ここに括弧書きで、例えば、立ち上げの段階の構成団体とか少し書いて

もらえば分かりやすいのではと感じた。たしかに、この下の図ではなくなっているが、

そこを理解できない方がいらっしゃる。

○委 員

・写真が５枚あるが、何か簡単なキャプションでも入れると分かりやすいと思う。どこ

の何の様子かが分からない。

◎委員長

・これは入れた方がイメージがわきやすいと思うので事務局は対応を。ちなみに、この

写真はどこの地区なのかなど概略を説明してほしい。

●事務局

・地区名までは手元に資料がないが、左上は地域の資源確認、まち歩きの状況である。

背を向けている方が説明員として参加者に土地の由来等について説明をしている状況

である。右にいくとこれは桜島の爆発総合防災訓練の時の避難訓練の様子である。中

央は八幡校区での協議の状況である。下の方は、クリーンアップ、ごみ収集など行っ

ている。さくりんの旗もある。清掃活動をしている様子である。それから、下の右側、

喜入の棒踊りの様子である。

◎委員長

・細部については最終報告書で入れるということでご了解いただきたい。ここまでよろ

しいか。

   ③「３ 検証・評価結果 (1) 段階Ⅰ｢設立検討から設立まで｣」の内容確認

◎委員長

・６ページから９ページの前段までになるが、何かご意見があるか。

・よろしいか。それでは、段階Ⅰの「設立検討から設立まで」については以上とする。
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   ④「３ 検証・評価結果 (2) 段階Ⅱ「設立から地域コミュニティプラン策定まで」」の

内容確認

○委 員

・コーディネーターは今何名いるか。

●事務局

・コーディネーターは６名である。

○委 員

・どのような配置か。私が思うのは、地区ごとに、谷山なら谷山、上町なら上町と専従

したほうがいいと思う。６名がそれぞれに。

・やはり、新規にこのような協議会を作るにあたっては、個人対個人の絆という信頼関

係が大きく作用する。くるくると人が変わって同じことを何回も言っても、信頼関係

がないと成り立たない。今まで私が活動してきた中で、痛切に感じているところであ

る。

○委 員

・文言について。他都市の取組状況とあるが、都市ではないのではないか。鹿児島市以

外の自治体とかの表現になるのではないか。都市というのはそぐわない。

◎事務局

・ここでの都市というのは、３モデル地域が視察をしたのは薩摩川内市のそういうエリ

アであったり、姶良の北山地域であった。その他に宗像市に行って話を聞かれたり、

インターネットで情報を得て提供したりなどしているので、こういう表現をしたとこ

ろである。

○委 員

・都市と言うと、一般的には大きなイメージがあるような気がする。

○委 員

・他都市等ではどうか。

◎委員長

・それではそのように変更したい。

◎委員長

・その他、お気づきの点はあるか。では、１２ページまでの段階Ⅱのフェーズはこれで

よろしいか。

◎委員長

・段階Ⅲについては、さきほどの協議事項(1)での意見を反映させるようにお願いしたい。

   ⑤「４ まとめ」の内容確認
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   ◎委員長

   ・１６ページのまとめについて、何かお気づきの点があれば意見をいただきたい。

   ・よろしいか。それでは、１６ページまでの本文の内容について確認をいただいたとい

うことで、報告書でとりまとめをさせていただくこととなる。

   ⑥「資料」の内容確認

   ◎委員長

   ・何かご意見等はないか。あるいは、この他に必要な資料等があれば意見をいただきた

い。

   ・資料とともに、最後に委員の名前があるので、文字等の間違いはないか、確認をいた

だきたい。

   ・では、資料については特に意見がないようなので、説明を受けて了とする。

   ⑦まとめ

   ◎委員長

・以上で、モデル事業の検証・評価報告書の内容について確認をさせていただいた。こ

のモデル事業の検証・評価報告書については、ただいまの皆さんのご意見も事務局で

反映をして、それをもって、推進戦略会議としての最終的な報告書とさせていただき

たい。そのような取扱でよろしいか。

   ○委 員

・はい。

   ◎委員長

・それでは、了解をいただいたので、そのように取り扱う。

・それから、さきほど事務局からもあったが、１０日に私と永山副委員長で推進戦略会

議を代表し市長さんへ報告書の提出をさせていただきたいと思う。私も是非出席した

いという方がいらっしゃったら検討の余地をいただきたいと思うが、よろしいか。

   ○委 員

・はい。

◎委員長

・では、報告書を提出させていただくこととする。

  (3) 今後の推進スケジュールについて

   ・【資料４】により事務局説明
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   ○委 員

・１３地区で説明会と言われたが、全部の地区ということになるのか。

   ●事務局

・１３地区は地域公民館のエリアを大きく分けている。実際には地域公民館は１４ある

のだが、桜島は１つにまとめ、市内を大きく１３のブロックに分けた形で説明会を開

催していきたいと考えている。

   ○委 員

・設立にあたって、皆さん住民意識調査をされている。それぞれ、３モデル地域でされ

ていると思うが、１から考えるよりも、このようなのを作られていますよというのが

あった方が時間の短縮になると思う。どこの校区のということではなく。

   ●事務局

・設立にあたっての意識調査ではなく、プランを策定する際にそれぞれアンケート調査

をされている。この報告書については、３モデル地域の取組の経過なども資料として

含んでいるので、そういったものも、地域の皆様に参考にしていただければと考えて

いる。

   ○委 員

・大変良いものができたなと関心して見た。市長へ提出するときの様式だが、こういう

ものになるのか。

   ●事務局

・表紙と裏表紙については、若干厚めの紙を用いて、中身はこういったコピーになる。

あと、製本テープで体裁は整えたい。

   ○委 員

・その後だが、これはどこかで公開されるのか。

   ●事務局

・市長報告をし、また議会にも適切な時期に報告したい。それ以降は地域の皆さんから、

どういう取組をしてきたのか、現状がどうであったのか、そういったご案内をする際

にも希望があれば提供していきたいと考えている。

   ○委 員

・これはこれで良いという評価なのだが、この中で例えば、こういうことを検討してほ

しいとか、いくつか、これから進めていく上で重要なこととして指摘された部分があ

る。その部分の検討というのはどういうふうに進められるのか。そして、我々はその

検討結果を知る機会があるのかどうか。

●事務局

・今後の取組については、まずは希望調査をする。そして希望調査に基づいて、２７年

度早期に取組を進めたいというところは、基本的にはモデル地域と同じような支援の

形になっていくが、この報告書にあるように地域実情を十分考慮しながらということ

であるので、それぞれの地域における皆さんがたのご意見、それからさきほど老人ク

ラブからもあったが、コーディネーターも含め私共との信頼関係ということも大事に
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なってくると思うので、そういった点にも留意しながら取組を進めてまいりたいと考

えている。

・なお、この推進戦略会議については、これからも継続的に開催をお願いしたいと思っ

ているので、それぞれの取組の状況等については、またとりまとめしたものを報告し

たいと考えている。

   ○委 員

・報告書では具体的ではない。例えば、コーディネーターが蓄積したノウハウを新しい

コーディネーターにしっかり受け継いでもらうように研修をした方が望ましいという

まとめがある。そうすると、それはどういう時期にどういう形で実施されるのかとい

うのが当然その後に問題になる。また、地域ごとに補助金の使い勝手がいいように検

討してほしいと書いている。それは検討されるのか、されないのか。されるとすれば、

いつして、その結果どういうことになったのか、ということが知りたいわけである。

・ここに書かれていることをどう次の段階で実現したかというのを具体的な事例を通し

て知っておきたいというのが希望である。

   ◎委員長

・今回の報告書でとりまとめて、皆さんに了承をいただいたことになるが、文章の中に

こういうことを大事にしていきたいとか、こういう方向性をというように書いてある

ので、それらについて、その後の、報告書の後のそういう意見を集約して取組の参考

になるような、回答集ではないが、そういうような報告ができるような手立てを取っ

てもらいたい。我々もしていきたいと思う。共通認識を持つために。報告書の段階と、

その後の段階の取組ということで理解いただければよいと思う。

   ○委 員

・今後のスケジュールに地域別説明会というのがある。地域の公民館のエリアでとのこ

とだが、そのエリアの必要とする校区が集まって、説明会をしてほしいという表明を

するのか。その前の希望調査の中で要望を提出するようなのがあるのか。

   ●事務局

・設立時期希望調査については、２７年度、２８年度は上期下期で希望されるところに

丸をお願いしたいと考えているが、２７年度の上期下期に丸をされている校区の関係

者の方々に集まっていただき、１３地域に区分はするが、具体的な手順の説明をさせ

ていただくと考えている。

・２８年度以降になる、あるいは、まだ具体的に計画として地域合意を図っていないと

いうところには、また別の、校区公民館運営審議会を中心とした説明等については継

続してまいりたいと考えている。

   ○委 員

・そうすると、希望調査書というのが各校区に配布されるということか。

●事務局

・さきほど申した１０月上旬にはもう入っているわけだが、今週中には各校区公民館運

営審議会の委員長宛にお送りしたいと考えている。また、１１月末までに回答をいた

だきたいという文面にしているので、その間に校区公民館運営審議会等の会議がある
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中で、皆さんでご協議をいただき、設立をどの時期、そして、準備を進めていくのか

といった事柄を回答いただければと思っている。

   ○委 員

・この報告書の中でも指摘されている、活動を皆さんによく知っていただくことが必要

であるという話が出てくるが、先般行われた公開シンポジウムは本当にいいシンポジ

ウムであったと思う。それで、あれはその後、テレビニュースとか新聞報道とかにな

ったのか。私は気付かなかったのだが、あんなにいいシンポジウムをやったのに、マ

スコミに取り上げてもらえなかったのかなという気持ちがあった。何か載ったのか。

   ●事務局

・地元紙にはその後記事として載った。

   ○委 員

・とても素敵な素晴らしい中身の濃いシンポジウムであったので、ぜひ皆さんに知って

おいてもらったほうがいいなと思う。そういう広報を怠りなくやって、できればテレ

ビ放映か何かをしてもらいたかった。

・ただ、一点気になったのは、フロアからの発言が一人の方からだけであったので、も

うちょっとあったら良かったのにと思った。中身はものすごく充実していたけれどと

いう感想である。

   ◎委員長

・やはり広報周知というのは大事だと思う。会を重ねるごとに新たな発見もあるし、成

果もある。広報には今後またぜひ力を入れていただきたいと思う。

   ○委 員

・私も参加させていただいたが、大変素晴らしいシンポジウムであった。

・また、地域コミュニティ協議会の設立が始まりますというチラシを市から配っている

が、せっかく配るのだから配り方を工夫してほしい。

   ○委 員

・私も参加した。人数は２００人ほであっただろうか。休憩時間に知り合いに、どのよ

うな状況かと話しかけたが、ある校区は審議委員長だけでなく、町内会長や専門部の

方なども参加しており、関心の深さを感じた。そういうった校区では進んでいくのだ

ろうと思った。

・また、昨日、一昨日であったか、市民のひろばが配られた。その別冊の中に、協議会

のことが書いてあったのも読んだ。やはり、広報、さきほど言われたような新聞、テ

レビなども必要だなとつくづく思った。

・もう一つ、私たちの校区は、２つの町内会が校区が別々で二重になっている。例えば、

雀宮というところは、戸数が６００～７００戸くらいで、吉野校区と大名丘校区にな

っている。これをどういうふうにするのかということ。向こうがこう、こっちがこう

ということではいけない。連携を図りながら進めないといけないと、課題であると思

っている。
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   ○委 員

・校区公民館運営審議会審議委員長に、このコミュニティの大切さを理解していただく

にはどうすればいいかと悩んでいる。１０月から設立時期希望調査がはじまる。先日

も運営委員会があったのだが、何の話もなかった。自分でそれを言うべきなのか、ど

うすべきなのか迷っているところである。皆さんに、そういったところのお知恵をか

りながら進めていかないと、一番ビリの校区になってしまうのではないかと、一人で

苦慮している。

   ○委 員

・私の校区でも誰が言い出しっぺになるかというのは大事なところである。校区公民館

運営審議会が発起人というか、その中心になりましょうねとだけ昨年度の最終回のと

きに約束して進めた。中々上手くはいかないが。その次に、昨夜、審議会があって、

協議会について話したのだが、委員はがっかりするくらい情報を得ていない。考えよ

うとしない。それで、疑問点をカードに書いてもらい、全部集めた。何をいま知りた

いのか、何がいま問題なのかというのを書いてもらった。ゼロからのスタートである。

スタートにそれをすべきだったと思った。疑問点を出してもらって、何を知りたいの

かというところからスタートしないと中々協力が得られない。

   ◎委員長

・立ち上げ段階は、事情説明を振り出しに戻りながら何回もしていかないとならない。

委員長からのお願いであるが、現場に立ち会ってこられた地域連携コーディネーター

に少しコメントをいただきたいと思う。

●地域連携コーディネーター

・立ち上げをする際には検討委員会という名目を立てていたが、校区公民館運営審議会

あるいは町内会連合会といろいろな団体があったわけであるが、３モデル地域におい

ても、審議会から２，３名、町内会に関わる方から２，３名というように、皆さんの

意見が盛り上がりつつある中で、それを誰かがしなければいけないということで、地

域のリーダーの方々５，６名くらいが集まって、その中で、最終的な結団をしましょ

うやと、そして、発起人という言葉が出たが、私たちがリードしながら、次の段階の

準備委員会というように啓発して、これからの取組のあり方を検討していきましょう

やという形の段取りを取っていったところである。

・そこには、喧々囂々あった。ながれをどうするのかなどいろいろなことがあったが、

それが煮詰まっていきながら、進んでいったので、誰かがお願いをして、この形の中

で、誰かと誰かと誰と誰をとして、まとめ役にしてもらいましょうやということで、

していただいたところである。そうすることで、他の方々もだんだんその段取りが見

えてきたので、そのながれが進みつつあったと思う。進んでいく時には、右にいった

り左にいったり進んでいなかったりすることもたくさんあったが、そこをなんとか作

り上げていくことが大事であると思う。

・そして、準備委員会に入って、設立のながれを順番に点検しながら取り組んでいった

ので、その中で、設立するまでもいろんな課題があったと思うし、いろんな意見もあ

った。スタートしてからもいろんな意見がある。だが、だんだんだんだん意識が固ま
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りつつあって、活動がスムーズに流れるようになってきたのではないかと思う。

・誰かと誰かにお願いして、やっていこうやという形が最初のスタートであったかなと

思う。審議会に任せても、町内会連合会に任せても、中々誰がするのかなというのが

あったと思う。地域の事情はいろいろあると思う。

   ○委 員

・うちの校区は２８年度からと考えている。設立準備委員会の前の準備委員会をもう立

ち上げている。審議委員長が積極的なのもあるが、メンバーも５０代が４名、女性が

１名、あと６０代。各種団体連絡協議会の会計、町内会長会の代表、成人学級長やス

ポーツ推進員など、長く校区公民館運営審議会に携わってきた人たちである。４０代

くらいから関わってきた人たちである。だいたい１０名くらいで先月設置し、最初は

町内にどんな団体があるかだしてみましょうとした。次は、どういう部会にしたらい

いかと話している。準備委員会の前の段階でその話をしている。皆さん積極的である。

・さきほどあった、誰が手を挙げるかというのと、メンバー構成である。やっぱり、審

議委員長の考えで言うと、これから先なのだから、６０代の人よりは５０代がたくさ

んいた方がいいんじゃないか。そうなると、あいご会長だったり、スポーツ推進員な

どのメンバーを拾い出す。委員長が、何人かに声を掛けながら広げていくしかないん

じゃないかなと思う。

・どうしても、立ち上げの産みの苦労があるが、その苦労を早くやろうとしている。先

の苦労を今やっているので、スムーズにいくと思う。うちは今度はしないがねではな

く、２８年度だけど今のうちに何とかしとこうかとしている。

・だから、アンケートの話も、プランは設立してからだよと言うのではなくて、資料が

あれば事前に検討することはいくらでもある。設立準備の段階からモデル地域では苦

労されて、その例があるのだから、どう反映させるかというのを私たちはできるわけ

である。

・だから、皆さんも立ち上げの１人になることができる。この会議もそのための会議か

もしれないなとも思う。

   ○委 員

・市もいろんな所に説明に回っている。相当な数をしているが、全体的に中々賛同が得

られない状況であるようである。

・一番心配しているのは、事務関係、運営費、行事に対する補助等は果たしていつまで

続くのだろうということである。例えば、私の校区社協の場合、市の社会福祉協議会

からいろいろ補助をいただいているが、それがどうなるかということで問い合わせが

あった。私は市の社協の役員もしているので、現在している必要なものについては今

後も引き続きということで、ちゃんと文書を作って回答もしたのだが、中々信頼して

もらえない。先のことであるから。だから、いろんな面で、そのような運営をするた

めの、市の補助というか支援というのをはっきりとしていただければと思う。

・それから、この会議でも報告があったか、モデルのどの協議会であったかが、さかん

に会議をしていた。私の運営している校区社協なども会議はできるだけ少なくして、
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部を作って、部が計画をしてというのをしている。だから、会議が多くなるんじゃな

いかと、町内会はそのままでいいと言っているので、心配している。

・だから、賛成をしてもらえるような意見をいつもどの会場でも言うのだが、中々信頼

はしてもらえないような気がしている。

   ○委 員

・審議会で市からの説明を２回受けた。しましょうと言ったら、しましょうと言っても

らえたから良かったが、それも断られるのではないかと思っていた。とにかく、審議

委員を説得することが大事だと思う。

・そして、この３モデル地域から、私たちは良かっとというのは聞いているが、大変だ

ったというのがやはり聞こえてくる。考えれば考えるほど大変である。アンケートは

どうするんだろうか、他の人を説得するにはどうしたらいいんだろうかと思うと、大

変だな、ちょっと難しいよねとなる。

・準備期間はいっぱいいるだろうなと思う。大変さというのを聞くと難しくなる。良か

った良かったというのを広めないといけない。

・会議が多いというのが出たが、私も町内会の役員に話をしたら、町内会の役をやって

いるのに校区の役までくるのではないかという恐れを持たれた。そんなにまでできな

いと言われた。とにかく、これが分からないことにはいけない。

・やはり、広報というのが大事だと思う。テレビでも言ってもらえたらと思う。今、市

役所を回ると、この広報チラシがご自由に取ってくださいというところにはない。み

んなに知ってもらうことが必要である。

   ○委 員

・審議委員会というのは地域の中の組織の代表が入っているので、自分の組織の立ち位

置が皆さん心配なのである。うちの組織はどうなるのかと、それぞれが思っている。

うちの組織にきていたプラスのものがなくなるんじゃないかとすごく心配している。

そういうものを一緒になって話し合うというのが大事だと思う。そこをモデル地域で

はどういうふうにしたのかという情報をもらって、私が持っていったりしている。う

ちの校区はものすごく盛り上がってきた。

・それから、この間のシンポジウムにも、校区から十数人参加して、参加した人の感想

を即、審議会で流してもらった。私が審議委員長なので、やるべきだというのをすご

く言っているので、小委員会ができて、やるなら今だというようになった。

・タイミングを掴むというのも大事なのかなと思う。だから、審議委員長に、モデル地

域の会長のような人と会話してもらって、よさを伝えてもらうのも一つの方法かなと

思う。一人一人を説得していくのがものすごく大事なのかなと思ってやっている。一

人が一人を誘ってコミュニティができていくのかなと思う。いろんな意味で、立ち上

げられそうな空気ができあがってきたと思っている。

   ○委 員

・自分がその長であれば、大事だというのを言えるのだが、やはり下にいると、「なんよ、

おまんさぁが。」と言われるような気がして、２歩くらい引いてしまう。自分がそうい
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う立場であれば、引っ張るのもできるのかと思う。大事さは分かるのだが、それをど

こでというのはある。

   ◎委員長

・立ち上げ時について皆さん心配の種の方が多くて、実りの方がどうだろうかと天秤に

かけられている。私も、先日、永山委員から呼ばれて、地域コミュニティ協議会の設

立についてということを話してくれて言われて、どのような雰囲気か知らないで飛び

込んで、吉野公民館で少し話をさせていただいた。結論から言うと、後で報告を聞く

と、一応やろうという方向は決められたということであった。だから、説得する手段、

内輪だけで同じような話だけで堂々巡りをしていても中々大変だと思うので、外部の

人を呼べばいいと思う。やはり、心配事もどこが心配なのかというのが分かると答え

ができる。それが分からないで心配だばかり言ってると中々対応ができないと思う。

・やはり、押さえるべきキーポイントがあって、先程言ったように、校区公民館運営審

議会というのは、町内会を含めいろんな組織が入っているが、組織的にはソフトのま

ちづくりである。今までは教育委員会がベースになって成果をあげてきた。成人学級

など。ところが、これからのまちづくりというのは、ソフトだけでなく、ハードも含

め、災害対策など、生命や財産を守るためみんなで総力を上げてやっていかないとい

けない時代なのに、今までの組織だけで可能なのかと話していくと、皆さんが考える

機会が出てくると思う。

・だから、同じ投げかけだけしていると中々前に進まないので、やはり、自分たちで行

き詰まったときは、先に動いている人たちを呼べばいいと思う。立ち上げの時の大事

なヒントをもらえるんじゃないかとなと思う。だから、焚き付け役として話を聞ける

機会を作ってもいいと思う。

   ○委 員

・前回の会議でも話したあいご新聞が昨日発行された。この中に、中名の協議会ができ

て良かったという文章がある。これは、校区によって全戸配布であったり、回覧であ

ったりするので、手元に届かない場合もあると思うが、該当部分の拡大コピーを持っ

てきた。

   ◎委員長

・変化が見えるというのが良いと思う。どこが変わってきつつあるのかというのが。

・だから、町内会の話がよく出るが、町内会も今のような市民権を得るのには何十年と

いう時間がかかっている。やはり、課題解決型にしていくためには、まず、課題を発

見する必要がある。見抜かないと解決できないわけだから、時間はかかっていくと思

う。

・でも、組織として立ち上げていくということになると、従来やってきた取組の中で不

足している部分を取り上げてみんなでカバーしていこうということである。町内会だ

けで解決できないことは、他の団体から見える点というのはあると思う。そういう話

をできる場を作っていくのが最初だと思う。
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◎委員長

・皆さんが話されているのは２７年度からの設立に手を挙げることを中心にしているが、

私が今日進めたいのはモデル事業をやってみて、こういうように報告書としてとりま

とめて、今後の取組のスケジュールについては、随時１３ブロックで説明会を開催し

ていくということなので、最初に手を挙げた方がいいかどうかという問題ではなく、

やはり機を逃さないようにというのは注意しなければならないと思う。

４．その他


